





























は 4 月に入学する学生を対象とした必修の英語教育（English for Liberal Arts; ELA）、
9 月に入学する学生を対象とした必修の日本語教育（Japanese Language Program: 
JLP）を 2 本の柱とする。JLP は、さらに留学生対象の外国語としての日本語教育の
トラック、帰国学生を対象とした母語・継承語としての日本語教育のトラックに大別
される。後者が日本語特別教育（Special Japanese: SJ）であり、本稿で報告する ACW
の履修要件となっている。なお、SJ は、プレースメントテストによって SJ1、SJ2、






本コースが対象とする学習者は、カリキュラムの設計上は JLP の日本語特別教育 3





ているために ELA（English for Liberal Arts）の科目の一部を免除されている学生で
ある。これらの学生に対し、入学直後の春学期末に日本語力を判断するテストを実施し
てその結果を学生に通知し、学生の希望があれば ACW の受講を認めるという手続きに
なっている 2。本報告ではこのケースによる受講生を ELA 学生と呼ぶことにする。




表 1　SJ3 修了生と ELA学生



































徴についてプログラムの中に知見の蓄積がある。かつ ACW 受講までの SJ1,2,3 のコー
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表 2　SJ 修了生と ELA学生に対する教授者側の知識の違い

























ACW 受 講 ま で
の学習歴
教授者は次を熟知している。









【ELA を 1 学期または 3 学期以上学んだ
段階で受講。ELA で英語教育としての



























































授業の時間割は、週 1 時限プラス週 2 時限合わせて 3 時限ある。ほかに学生から見


































































































































1． 開設は 2015 年度春学期で、同年度中に 3 回開講された。本稿は開設後 4 学期目及
び 5 学期目の実践の振り返りである。なお受講者数は両学期あわせて 11 名であった。
内訳は SJ 修了生 9 名、ELA 生 2 名であった。
2． 「 は じ め に 」 に 述 べ た よ う に 一 般 に 4 月 入 学 の 学 生 は「English for Liberal 
Arts(ELA)」を受講し「日本語教育プログラム（Japanese Language Program(JLP)）」
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